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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部に排気導入口が設けられ、かつこの排気導入口を上向きに通過してきた排ガスを外
部に排出するための排気口が水平方向を向くようにして前面部に設けられている内部空洞
状の排気トップ本体と、
　前記排気導入口の周囲を囲むようにして前記底部の上面よりも上方に突出し、かつ外部
から前記排気口内に吹き込んだ雨水が前記底部の上面から前記排気導入口に流れ込むこと
を防止可能な起立部と、
　この起立部と前記排気口との間に設けられ、かつ外部から前記排気口内に吹き込んだ雨
水を遮ることにより、雨水が前記排気導入口に向けて進行することを阻止可能な防雨用の
遮蔽部材と、
　を備えている、温水ユニット用の排気トップであって、
　前記防雨用の遮蔽部材の上部または上方には、上部排ガス通路が形成されているととも
に、前記遮蔽部材の下部または下方には、下部排ガス通路が形成されており、かつこの下
部排ガス通路の上縁部の高さは、前記起立部の高さよりも低くされており、
　前記排気トップ本体の上部内面のうち、前記排気導入口の直上およびその周辺領域は、
前上がりの傾斜面とされていることを特徴とする、温水ユニット用の排気トップ。
【請求項２】
　請求項１に記載の温水ユニット用の排気トップであって、
　前記防雨用の遮蔽部材は、前記排気トップ本体の底部上に設けられて上向きに起立して
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おり、前記上部排ガス通路は、前記遮蔽部材の上端と前記排気トップの上部内面との間に
形成された隙間であり、かつ前記下部排ガス通路は、前記遮蔽部材の下部に設けられた切
欠き状または非切欠き状の孔部である、温水ユニット用の排気トップ。
【請求項３】
　請求項２に記載の温水ユニット用の排気トップであって、
　前記防雨用の遮蔽部材は、前記排気導入口および前記起立部の前方に位置して前記底部
上において起立する中央板部と、この中央板部の幅方向両端から後方側へ屈曲または湾曲
し、かつ前記排気導入口および前記起立部の側方または斜め前方に位置して前記底部上に
おいて起立する一対の側板部と、を有している、温水ユニット用の排気トップ。
【請求項４】
　請求項３に記載の温水ユニット用の排気トップであって、
　前記遮蔽部材の一対の側板部のうち、前記傾斜面の直下領域の上端は、前上がりの傾斜
状とされている、温水ユニット用の排気トップ。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の温水ユニット用の排気トップであって、
　前記遮蔽部材の一対の側板部の上端と前記排気トップ本体の上部内面との間隔は、前記
中央板部の上端と前記排気トップ本体の上部内面との間隔と略同一寸法とされている、温
水ユニット用の排気トップ。
【請求項６】
　加熱用気体を利用して湯水加熱を行なう湯水加熱手段を内部に収容している外装ケース
と、
　この外装ケースの天面部上、または前記外装ケース内に設けられ、かつ前記湯水加熱に
利用された加熱用気体を排ガスとして外部に排出するための排気トップと、
　を備えている、温水ユニットであって、
　前記排気トップとして、請求項１ないし５のいずれかに記載の温水ユニット用の排気ト
ップが用いられていることを特徴とする、温水ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、給湯装置などの温水ユニットにおいて熱回収済みの燃焼ガスなどを排ガスと
して外気中に排出するのに用いられる温水ユニット用の排気トップ、およびこの排気トッ
プを備えた温水ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　温水ユニット用の排気トップの具体例として、特許文献1に記載されたものがある。同
文献に記載された排気トップは、内部が空洞状に形成された排気トップ本体の底部に、排
気導入口が設けられている。この排気導入口から排気トップ本体内に排ガスが上向きに流
入してくると、この排ガスは、排気トップ本体の前面部に形成された排気口を通過して機
外に排出されるように構成されている。ただし、前記排気口は、水平方向を向いて開口し
ており、雨水が排気口から排気トップ本体内に吹き込む虞がある。そこで、特許文献１に
おいては、排気導入口の周縁部に起立部を形成し、底部上面から排気導入口に雨水が流れ
込まないようにしている。また、排気導入口と排気口との間には、防雨用の遮蔽部材を設
けており、雨水が排気口から排気トップ本体内に吹き込んだ際には、この雨水が遮蔽部材
によって遮られるようにしている。
【０００３】
　しかしながら、前記従来技術においては、次に述べるように、未だ改善すべき余地があ
った。
【０００４】
　すなわち、前記従来技術においては、防雨用の遮蔽部材として、複数の遮蔽部材が用い
られており、排気口寄りの位置には、排気トップ本体の上部内面から下向きに突出した下
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向き遮蔽部材が設けられ、この下向き遮蔽部材よりも後方側（排気導入口側）には、底部
から上向きに突出した上向き遮蔽部材が設けられている。これら下向き遮蔽部材と上向き
遮蔽部材との隙間領域が、排ガス通路となっている。ところが、このような構成によれば
、下向き遮蔽部材および上向き遮蔽部材を小サイズにし、かつそれらの隙間領域を大きく
すると、外部から排気口内に吹き込んでくる雨を遮蔽部材によって適切に遮ることが困難
となり、防雨性能が悪くなる。これでは、排気導入口に雨水が進入する虞が大きい。一方
、前記とは異なり、下向き遮蔽部材および上向き遮蔽部材のサイズを大きくし、かつそれ
らの隙間領域を小さくすると、防雨性能については良好にすることができるものの、排ガ
ス通路が狭くなり、しかも大きく屈曲した形状となる。したがって、排気抵抗が大きくな
る他、前記隙間領域を通過する排ガスが乱流状態になり易く、排気騒音が大きくなるとい
う不具合を生じてしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２２１５１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記したような事情のもとで考え出されたものであって、排気抵抗や排気騒
音が大きくなるといったことを極力回避しつつ、排気導入口に雨水が進入する不具合を適
切に防止することが可能な温水ユニット用の排気トップ、およびこれを備えた温水ユニッ
トを提供することを、その課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明では、次の技術的手段を講じている。
【０００８】
　本発明の第１の側面により提供される温水ユニット用の排気トップは、底部に排気導入
口が設けられ、かつこの排気導入口を上向きに通過してきた排ガスを外部に排出するため
の排気口が水平方向を向くようにして前面部に設けられている内部空洞状の排気トップ本
体と、前記排気導入口の周囲を囲むようにして前記底部の上面よりも上方に突出し、かつ
外部から前記排気口内に吹き込んだ雨水が前記底部の上面から前記排気導入口に流れ込む
ことを防止可能な起立部と、この起立部と前記排気口との間に設けられ、かつ外部から前
記排気口内に吹き込んだ雨水を遮ることにより、雨水が前記排気導入口に向けて進行する
ことを阻止可能な防雨用の遮蔽部材と、を備えている、温水ユニット用の排気トップであ
って、前記防雨用の遮蔽部材の上部または上方には、上部排ガス通路が形成されていると
ともに、前記遮蔽部材の下部または下方には、下部排ガス通路が形成されており、かつこ
の下部排ガス通路の上縁部の高さは、前記起立部の高さよりも低くされており、前記排気
トップ本体の上部内面のうち、前記排気導入口の直上およびその周辺領域は、前上がりの
傾斜面とされていることを特徴としている。
【０００９】
　このような構成によれば、排気導入口の周囲を囲む起立部と排気口との間に設けられた
防雨用の遮蔽部材の上下に、上部排ガス通路および下部排ガス通路が形成されているため
に、排ガス通路全体の流路面積を大きくとることができる。したがって、排気抵抗を少な
くすることができる。また、上部排ガス通路および下部排ガス通路の形状もシンプルなも
のとすることができるために、排気抵抗をより少なくして乱流を生じ難くし、排気騒音を
小さくすることも可能である。一方、下部排ガス通路の上縁部の高さは、起立部よりも低
くされているために、外部から排気口内に吹き込んだ雨水が、下部排ガス通路を通過する
ような事態を生じても、この雨水が起立部を越えて排気導入口に不当に進入することは略
確実に防止される。したがって、本発明では、防雨性能を高め、排気導入口に雨水が流入
する不具合も適切に防止することができる。
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　排気トップ本体の上部内面のうち、排気導入口の直上およびその周辺領域が前上がりの
傾斜面であれば、排気導入口を上向きに進行した排ガスは、前記傾斜面に衝突した後に、
排気口側に向けて前進するようにガイドされ、排ガスの流れが円滑化される。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、前記防雨用の遮蔽部材は、前記排気トップ本体の底部上
に設けられて上向きに起立しており、前記上部排ガス通路は、前記遮蔽部材の上端と前記
排気トップの上部内面との間に形成された隙間であり、かつ前記下部排ガス通路は、前記
遮蔽部材の下部に設けられた切欠き状または非切欠き状の孔部である。
【００１１】
　このような構成によれば、防雨用の遮蔽部材を排気トップ本体の底部上に設けることに
より、上部排ガス通路および下部排ガス通路が遮蔽部材の上下に適切に設けられている。
したがって、その構成は簡素であり、製作コストを廉価にするのに好適である。
【００１２】
　本発明において、好ましくは、前記防雨用の遮蔽部材は、前記排気導入口および前記起
立部の前方に位置して前記底部上において起立する中央板部と、この中央板部の幅方向両
端から後方側へ屈曲または湾曲し、かつ前記排気導入口および前記起立部の側方または斜
め前方に位置して前記底部上において起立する一対の側板部と、を有している。
【００１３】
　このような構成によれば、外部から排気口内に吹き込んだ雨水が排気導入口および起立
部に対して斜め前方から進行した場合であっても、このような雨水については、遮蔽部材
の一対の側板部によって適切に遮ることが可能である。もちろん、排気導入口および起立
部に対して真正面から進行してくる雨水については、遮蔽部材の中央板部によって適切に
遮ることが可能である。したがって、防雨性能を高めるのにより好ましいものとなる。
【００１４】
　本発明において、好ましくは、前記遮蔽部材の一対の側板部のうち、前記傾斜面の直下
領域の上端は、前上がりの傾斜状とされている。
【００１５】
　このような構成によれば、次のような効果が得られる。すなわち、前述したとおり、排
気トップ本体の上部内面のうち、排気導入口の直上およびその周辺領域が前上がりの傾斜
面であれば、排気導入口を上向きに進行した排ガスは、前記傾斜面に衝突した後に、排気
口側に向けて前進するようにガイドされ、排ガスの流れが円滑化される。これに対し、遮
蔽部材の一対の側板部のうち、前記傾斜面の直下領域の上端が前上がりの傾斜状であれば
、一対の側板部の上端と前記傾斜面との隙間の各所の幅が均一化される。排気導入口を上
向きに通過して排気トップ内に流入した排ガスの一部は、一対の側壁部の上端と前記傾斜
面との隙間を通過して排気口に向けて進行するが、前記隙間の各所の幅が均一化されてい
れば、前記隙間を排ガスが通過する際にその通過量などに大きな偏りを生じないようにし
、排ガスの流れをより円滑なものとすることが可能である。
【００１６】
　本発明において、好ましくは、前記遮蔽部材の一対の側板部の上端と前記排気トップ本
体の上部内面との間隔は、前記中央板部の上端と前記排気トップ本体の上部内面との間隔
と略同一寸法とされている。
【００１７】
　このような構成によれば、遮蔽部材の中央板部の上方と、一対の側板部の上方との間で
、排ガスの流れに大きな偏りを生じないようにすることが可能となる。したがって、排ガ
スの流れを円滑にするのにより好ましい。
【００１８】
　本発明の第２の側面により提供される温水ユニットは、加熱用気体を利用して湯水加熱
を行なう湯水加熱手段を内部に収容している外装ケースと、この外装ケースの天面部上、
または前記外装ケース内に設けられ、かつ前記湯水加熱に利用された加熱用気体を排ガス
として外部に排出するための排気トップと、を備えている、温水ユニットであって、前記
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排気トップとして、本発明の第１の側面により提供される温水ユニット用の排気トップが
用いられていることを特徴としている。
【００１９】
　このような構成によれば、本発明の第１の側面により提供される温水ユニット用の排気
トップについて述べたのと同様な効果が得られる。
【００２０】
　本発明のその他の特徴および利点は、添付図面を参照して以下に行なう発明の実施の形
態の説明から、より明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る温水ユニットの全体構成の一例を示す概略説明図である。
【図２】図１に示す温水ユニットに設けられた排気トップの概略斜視図である。
【図３】図２のIII－III断面図である。
【図４】図３のIV－IV断面図である。
【図５】（ａ）は、図２～図４に示す排気トップが具備する防雨用の遮蔽部材の斜視図で
あり、（ｂ）は、補助部材の斜視図であり、（ｃ）は、図２～４に示す排気トップの内部
構造を示す一部破断要部斜視図である。
【図６】（ａ），（ｂ）は、図１に示す温水ユニットの使用状態の具体例を示す要部斜視
図である。
【図７】本発明の他の例を示す平面断面図である。
【図８】本発明の他の例を示す要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について、図面を参照して具体的に説明する。
【００２３】
　図１～図６は、本発明に係る排気トップを備えた温水ユニットおよびこれに関連する構
成の一例を示している。
　図１に示すように、本実施形態の温水ユニットＵは、貯湯タンク１０、膨張タンク１１
、熱交換器１２、補助熱源機としての湯水加熱装置２、制御基板を有するコントローラユ
ニット１３、およびこれらを収容する外装ケース３を備えている。外装ケース３の天面部
３０上には、排気トップＥが設けられている。
【００２４】
　この温水ユニットＵは、湯水加熱用の主熱源として、たとえばこの温水ユニットＵとは
別個に設置されるソーラ集熱器（図示略）を利用するものであり、このソーラ集熱器と温
水ユニットＵとの間で熱媒を循環させる熱媒循環回路（図示略）が設けられる。膨張タン
ク１１は、前記熱媒の膨張を吸収して熱媒循環回路の圧力を安定させるためのものであり
、熱交換器１２は、前記熱媒を利用して湯水加熱を行なうためのものである。熱交換器１
２を利用して加熱生成された湯水は、貯湯タンク１０に貯留される。
【００２５】
　湯水加熱装置２は、本発明でいう湯水加熱手段の一例に相当し、貯湯タンク１０内の湯
水温度が目標給湯温度に満たない場合に湯水を加熱するためのものである。この湯水加熱
装置２は、たとえば一般のガス給湯器と同様な構成であり、バーナ２０、このバーナ２０
に燃焼用空気を供給するファン２４、バーナ２０によって発生された燃焼ガスから熱を回
収して湯水を加熱する熱交換器２１を備えている。
【００２６】
　排気トップＥは、湯水加熱装置２において利用された燃焼ガスの排気ガイドを行なうた
めのものである。この排気トップＥは、排気導入口４０および排気口４１が設けられた排
気トップ本体４、その内部に組み込まれた防雨用の遮蔽部材７、および排気ガイド８を有
している。また、この排気トップＥは、閉塞部材５（図２参照）も有している。
【００２７】
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　図３によく表われているように、排気トップ本体４は、内部空洞状であり、底部４３に
排気導入口４０が設けられ、かつ前面部には排気口４１が水平方向を向くようにして設け
られている。排気導入口４０は、排気トップ本体４の底部４３に補助部材４９を取り付け
て形成され、底部４３の上面よりも上方に起立した起立部４９ａによってその周囲が囲ま
れている。起立部４９ａは、排気トップＥ内に雨水が吹き込んだ際に、この雨水が底部４
３の上面から排気導入口４０内に流れ込むことを防止する役割を果たす。なお、補助部材
４９は、図５（ｂ）に示すように、金属製の板状部４９ｂに排気導入口４０となる孔部を
形成する際に、バーリング加工を施し、起立部４９ａを板状部４９ｂと一体的に形成した
ものである。
【００２８】
　排気トップ本体４の底部４３には、内部が排気導入口４０に連通した円筒部４２が下向
きに突出して設けられている。この円筒部４２は、熱交換器２１のケースに起立して設け
られている排気筒２３に対し、気密シールが図られた状態で回転可能に嵌合している。こ
のことにより、熱交換器２１を通過した燃焼ガスは、円筒部４２内および排気導入口４０
を上向きに通過して排気トップＥ内に流入し、その後排気口４１から排ガスとして排出さ
れる。排気トップＥは、円筒部４２を中心として略水平方向に回転可能であり、排気口４
１の向きを所望の向きに設定することができる。
【００２９】
　防雨用の遮蔽部材７は、外部から排気口４１内に吹き込んだ雨水がそのまま排気導入口
４０に向けて進行することを阻止するためのものであり、排気口４１と起立部４９ａとの
間に設けられている。この遮蔽部材７は、たとえば金属板にプレス加工を施して構成され
ており、図５（ａ），（ｃ）に示すように、それぞれが上下高さ方向に起立した略平板状
の中央板部７０および一対の側板部７１を有している。中央板部７０は、排気導入口４０
および起立部４９ａの前方（排気口４１側）に位置して排気口４１に対面している。一対
の側板部７１は、中央板部７０の両端から斜め後方に屈曲するようにして中央板部７０に
繋がり、排気導入口４０および起立部４９ａの斜め前方または側方に位置している。これ
ら一対の側板部７１は、排気口４１の斜め前方から吹き込んでくる雨水を適切に遮ること
が可能である。遮蔽部材７は、補助部材４９の板状部４９ｂにスポット溶接などの手段を
用いて固定されており、補助部材４９が排気トップ本体４内に組み込まれることにより、
この補助部材４９と一緒に排気トップ本体４内に組み込まれている。このような構成によ
れば、排気トップＥの組み立て作業性を良くするとともに、補助部材４９と遮蔽部材７と
の位置合わせを正確に行なうことが可能である。
【００３０】
　遮蔽部材７の中央板部７０および一対の側板部７１の下部には、切欠き状または非切欠
き状の複数の孔部７２が設けられている。これら複数の孔部７２は、本発明でいう下部排
ガス通路に相当し、図３および図４に示すように、排気導入口４０から排気トップＥ内に
流入した排ガスを排気口４１側に進行させる役割を果たす。ただし、図３によく表われて
いるように、各孔部７２の上縁部の高さＨ２は、起立部４９ａの高さＨ１よりも低くされ
ている。この構成は、後述するように、各孔部７２を通過した雨水が起立部４９ａを越え
て排気導入口４０に進入することを確実に防止するのに役立つ。
【００３１】
　遮蔽部材７と排気トップ本体４の上部内面４４との間には、隙間４８が形成されている
。この隙間４８は、本発明でいう上部排ガス通路に相当する。排気トップ本体４の上部内
面４４のうち、排気導入口４０の直上領域およびその周辺領域は、前上がりの傾斜面４４
ａとされている。このような構成は、排気導入口４０から上向きに進行して上部内面４４
に衝突した排ガスを排気口４１側に向けて進行することを促進するのに好ましい。本実施
形態では、排気トップ本体４の上部に吸音材４５およびその押さえ部材４５ａが設けられ
ており、このように吸音材４５が設けられた部分が、前記した前上がりの傾斜面４４ａと
されている。ただし、吸音材４５を用いることなく、上部内面４４に傾斜面４４ａを設け
てもよいことは勿論である。
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【００３２】
　遮蔽部材７の各側板部７１の上端７１ａの略全体は、前記した傾斜面４４ａの下方に位
置し、かつこの傾斜面４４ａと略平行となるように前上がり状に傾斜している。側板部７
１の上端７１ａと傾斜面４４ａとの間隔は、中央板部７０の上端７０ａと上部内面４４と
の間隔と略同一の寸法Ｌａとなるように揃えられている。このことにより、本実施形態で
は、隙間４８は、遮蔽部材７のいずれの上方位置であっても略同一の寸法Ｌａとなるよう
に均一化されている。この構成に基づく作用については、後述する。遮蔽部材７の上端に
は、前方または斜め前方に突出する略水平な小片状の整流板部４６が適宜設けられ、排気
口４１に向けて進行する排ガスが乱流となることの抑制が図られている。
【００３３】
　排気ガイド８は、排気口４１から外部に排出される排ガスを上向きに偏向させるための
ものであり、前上がり状のルーバ８０が通気用の隙間を介して上下複数段に並んだ構成を
有している。排気口４１から排出される排ガスを上向きに偏向させると、この排ガスが外
装ケース３の天面部３０に当たらないようにし、排ガスあるいは排ガスに含まれている凝
縮水によって天面部３０が汚染されることを抑制することが可能である。排気口４１には
、排気トップＥ内へのゴミその他の異物が進入することを防止するためのネット状部材６
２が設けられている。
【００３４】
　図２に示すように、排気口４１の下縁部には、１または複数の排水用孔４７が設けられ
ている。この排水用孔４７は、外部から排気口４１内に進入した雨水を外部に排出するた
めの部位であり、少なくともこの排水用孔４７の一部は、起立部４９ａの上端よりも低い
高さである。
【００３５】
　閉塞部材５は、たとえば矩形平板状の金属板であり、排気口４１の一部分を閉塞するた
めのものである。より具体的には、排気口４１は、縦幅よりも横幅の方が大きい横長状に
形成されており、閉塞部材５は、その横幅が排気口４１の横幅のたとえば１／２未満の寸
法とされ、排気口４１の左寄り領域４１Ｌと右寄り領域４１Ｒのいずれか一方を選択的に
閉塞できるように排気トップＥの前面部に取り付け可能である。この取り付け手段として
は、たとえば排気口４１の周縁部に設けられた複数のネジ孔６１と、これに螺合するネジ
体６０（図６参照）とが用いられている。
【００３６】
　図６（ａ）に示すように、温水ユニットＵをたとえば家屋の壁面９０に接近させて設置
する場合において、壁面９０が排気口４１の左側に存在する場合、閉塞部材５は、排気口
４１の左寄り領域４１Ｌを閉塞するのに利用される。このようにすれば、排気口４１の左
寄り領域４１Ｌ以外の部分が実質的な排気口４１’となり、この排気口４１’と家屋の壁
面９０との最短距離Ｌ２を大きくとることができる。閉塞部材５を用いない場合、家屋の
壁面９０と排気口４１との最短距離Ｌ１が短く、排ガスが壁面９０に悪影響を及ぼす虞が
あるとしても、前記したような設定によれば、そのような虞を回避することが可能である
。
【００３７】
　前記とは異なり、図６（ｂ）に示すように、温水ユニットＵの右側に家屋の壁面９０が
接近して存在する場合には、排気口４１の右寄り領域４１Ｒを閉塞部材５により閉塞する
。このことにより、排気口４１の開放状態にある実質的な排気口４１”と家屋の壁面９０
との最短距離Ｌ３を大きくとり、排ガスが家屋の壁面９０に悪影響を及ぼす虞を回避する
ことが可能である。なお、排気口４１は、閉塞部材５によってその一部が閉塞された状態
においても十分な開口面積が確保されるように、本来必要なサイズよりも大きめに形成さ
れている。したがって、排気口４１の左寄り領域４１Ｌおよび右寄り領域４１Ｒのいずれ
が閉塞される場合であっても、このことに起因して排気の円滑化が損なわれないようにな
っている。温水ユニットＵを実際に使用する場合、必ずしも閉塞部材５を使用しなくても
よく、排気口４１の全域を開放させた状態としておくこともできる。図２および図３など
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においては、閉塞部材５を使用しない場合を示している。
【００３８】
　次に、排気トップＥを備えた温水ユニットＵの作用について説明する。
【００３９】
　まず、湯水加熱装置２において湯水加熱に用いられた燃焼ガス（排ガス）は、排気導入
口４０から排気トップＥ内に流入する。その後、この排ガスは、上部排ガス通路および下
部排ガス通路としての隙間４８および複数の孔部７２を通過して前進し、排気口４１から
外部に排出される。隙間４８および複数の孔部７２は、遮蔽部材７の上下に設けられてお
り、遮蔽部材７の防雨性能を低下させないようにして隙間４８および複数の孔部７２のト
ータルの開口面積を大きくとることが可能である。また、隙間４８および複数の孔部７２
は、排ガス通路としてシンプルな形状であり、これらの部分を排ガスは円滑に通過し易い
。したがって、排気抵抗を少なくし得るとともに、乱流を生じ難くして排気騒音を小さく
することが可能である。
【００４０】
　図３を参照して説明したように、遮蔽部材７の各側板部７１の上端７１ａは、排気トッ
プ本体４の上部の傾斜面４４ａに対応した傾斜状に形成されており、遮蔽部材７の上方の
隙間４８は、遮蔽部材７の各部のいずれの上方位置であっても略同一の寸法（寸法Ｌａ）
となるように均一化されている。このため、排ガスが排気導入口４０側から隙間４８を通
過する際に、たとえば隙間４８の一部分において排ガスが流れ難くなるといった不具合を
生じないようにすることができる。このような作用は、排気動作の円滑化を図る上でより
好ましいものとなる。
【００４１】
　一方、外部から排気口４１内に雨水が吹き込んだ場合には、遮蔽部材７によってこの雨
水を適切に遮ることができる。とくに、孔部７２の上縁部の高さＨ２は、起立部４９ａの
高さＨ１よりも低くされているために、孔部７２を通過した雨水が起立部４９ａを越えて
排気導入口４０に入ることは略確実に防止することが可能である。したがって、防雨性能
にも優れたものとなる。なお、排気口４１内に吹き込んだ雨水は、排水用孔４７から排気
トップＥの外部に排出されるために、排気トップＥ内に多くの雨水が溜まらないようにす
ることができる。排気導入口４０の周囲には起立部４９ａが設けられているために、雨水
が底部４３の上面から排気導入口４０に流れ込むことも適切に防止されることは既に述べ
たとおりである。
【００４２】
　図７および図８は、本発明の他の実施形態を示している。これらの図において、前記実
施形態と同一または類似の要素には、前記実施形態と同一の符号を付している。
【００４３】
　図７に示す実施形態では、防雨用の遮蔽部材７Ａが、平面視または平面断面視において
略円弧状に湾曲している（同図では、孔部７２を省略している）。この遮蔽部材７Ａでは
、中央板部７０と一対の側板部７１との明確な境界線はないが、幅方向（同図上下方向）
の中央部分が中央板部７０であり、両端寄り部分が一対の側板部７１である。このような
構成であっても、前記実施形態の遮蔽部材７と同様な作用を得ることが可能である。なお
、本発明では、遮蔽部材が一対の側板部７１に相当する部分を有さず、中央板部７０に相
当する部分のみを有するものとして構成することも可能である。
【００４４】
　図８に示す実施形態では、遮蔽部材７Ｂが排気トップ本体４の上部内面４４に取り付け
られ、この上部内面４４から下向きに突出している。この遮蔽部材７Ｂの下端と排気トッ
プ本体４の底部４３との間には、下部排ガス通路としての隙間４８ａが形成され、かつ遮
蔽部材７Ｂの上部には、上部排ガス通路としての孔部７２ａが設けられている。本実施形
態から理解されるように、本発明では、遮蔽部材を排気トップ本体４の底部以外の箇所に
取り付けることが可能である。
【００４５】
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　本発明は、上述した実施形態の内容に限定されない。本発明に係る温水ユニット用の排
気トップ、および温水ユニットの各部の具体的な構成は、本発明が意図する範囲内におい
て種々に設計変更自在である。
【００４６】
　本発明でいう起立部は、補助部材４９またはこれに類する部材を用いて構成されていな
くてもよく、たとえば排気トップ本体の底部にバーリング加工が施された排気導入口を直
接形成することにより設けることもできる。本発明でいう排気トップは、温水ユニットの
外装ケースの天面部上に取り付けられたものに限らず、たとえば特許文献１のように、外
装ケース内に組み込まれたものとすることもできる。本発明に係る温水ユニットの湯水加
熱手段は、加熱用気体を利用して湯水加熱を行なうものであり、加熱用気体としては、バ
ーナを用いて発生させた燃焼ガスに限らず、たとえば燃料電池やガスエンジンなどから排
出される高温の排ガスを利用することもできる。本発明は、湯水加熱手段が外装ケース内
に収容されている種々の温水ユニットに適用することが可能である。したがって、本発明
に係る温水ユニットは、ソーラシステム用のものに限らず、たとえばヒートポンプを用い
た温水システム、ガスエンジンや燃料電池を利用したコージェネレーションシステムなど
の構成要素として構成することもできる。また、貯湯タンクを有しないたとえば瞬間式給
湯器として構成することもできる。
【符号の説明】
【００４７】
Ｅ　排気トップ
Ｕ　温水ユニット
２　湯水加熱装置（湯水加熱手段）
３　外装ケース
４　排気トップ本体
７，７Ａ，７Ｂ　防雨用の遮蔽部材
３０　天面部（外装ケースの）
４０　排気導入口
４１　排気口
４３　底部（排気トップ本体の）
４４ａ　傾斜面
４８　隙間（上部排ガス通路）
４８ａ　隙間（下部排ガス通路）
４９　起立部
７０　中央板部（遮蔽部材の）
７０ａ　上端（中央板部の）
７１　側板部（遮蔽部材の）
７１ａ　上端（側板部の）
７２　孔部（下部排ガス通路）
７２ａ　孔部（上部排ガス通路）
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